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                ウルムチ・敦煌紀行 

 

○ プロローグ 

 

 ６月のプラハ・ワルシャワから帰った後で、前回３月のグアテマラ・コスタリカ行きの

キャンセルの飛行機代の返還が、未だだったので、エックスペディアに、電話したが、

Avianca 航空の担当に、メールしなければならず、エックスペディアの担当のサンプ

ルメールに従って、銀行口座等の情報等を PDF ファイルにして添付して送った。 

 何の反応もなし・・・・・。 しばらくして、また、エックスペディアに電話して（これが、

時間が掛かる・・・）確認してもらったところ、航空会社から、私宛に、返信したが、何も、

回答が無いので保留になっているとのことで、新たなメールのサンプルと航空会社の

担当と思われるメールの宛名に、会社からと（会社のセキュリティが厳しいので、迷惑

メールに落ちているのではとの話だったので）Gmail 及び Hotmail からも同じメールを

出した。しかし、現在（２０１８年１０月１７日）も、何の反応もなし。MY さん分と二人分な

ので、４０万円近くなので、何が何でも、還してもらいたいが、また、エックスペディア

に電話して、催促しなければ・・・・。そうこうするうち、はや、１０月に入って、ウルムチ・

敦煌行きが迫って来た。何時ものように、以下のような日程表を会社に、年休取得の

際に、提出し、私のカミさんには、私の部屋のドアに、いないうちに張り出した。 

 

                ウルムチ・敦煌日程表 

 

１． ２０１８年１０月１０日（水） 昭島駅（７：１８分発）の電車で立川駅→川崎駅乗り換え、 

  京浜川崎駅から、京急蒲田駅乗換え、羽田空港国際線ターミナル駅まで。（８：５７  

  分着） ターミナルＩＮＴｌから、中国南方航空３０８６便（１０：４５分発）にて、広州空 

  港へ。広州空港から、中国南方航空８９８０便（１７：２０分発）にて、ウルムチ空港の  

  ターミナル３へ（２２：４０分着）。タクシーにて、JHH ホテルへ。一日ツアー申し込む。 

２． １０月１１日（木） ウルムチ一日ツアー参加。 

３． １０月１２日（金） ７：３０頃、タクシーにて、ウルムチ空港へ。ターミナル２から、海

南航空７８９５便（９：００分発）で、西安空港へ（１２：１５分着）。ターミナル３からの

中国東方航空９６４１便（１９：５５分発）にて、敦煌へ。（２２：３０分着）タクシーにて、

敦煌ホテルへ。（敦煌飯店）、莫高窟の予約必要。一日ツアー申し込む。 

４． １０月１３日（土） 敦煌一日ツアー参加。 

５． １０月１４日（日） 市内見物。敦煌空港から、中国東方航空９６４２便（２３：２５分発）

にて、西安空港ターミナル３へ。ターミナル２から、海南航空７９２７便（１５日（月）

８：３５分発）にて、成田空港ターミナル２（１５日（月）１３：５５分着）へ。 
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○ １０月１０日（水） ウルムチへ 

 

 朝は、何時もより、一時間早く、朝食にして、７時前には、家を出た。羽田空港へは、

川崎から、京浜急行を使った方が、便利で、立川から、川崎まで、南武線で、川崎駅

を降りて、京浜急行の京急川崎駅まで、歩いて行ったら、うまい具合に、羽田空港行

きに乗れた。空港入り口の両替コーナーで、５万円前後で、２、６００元に、換金した。 

 

  

（広州空港）                   （何とか泊まったホテルの朝食） 

 

 飛行機は、まず、広州空港まで飛んで、夕方、ウルムチ空港まで。空港の呼び込み

の運ちゃんを避けて、タクシー乗り場に並んで待って（結構な列で、２０、３０分は待っ

たか）来たタクシーの運ちゃんに、Google の地図見せながら、“ドウシャオ、チェン？”

と値段聞くと、市街までは、固定のようで、“６０カイ（６０元）”との答え、まあ、そんなに

は、高くないので乗り込んだが、この運ちゃんは、合理的なのか、強欲なのか分から

ないが、私のホテルが、人民公園の近くなので、私を乗らせて、直ぐに、出発せず、

（馬鹿やロー、早く出ろとの中国語も出てこず・・・、）タクシーを待つ列の人民公園近く

へ行く男女二人を同乗させてから出発した。得意の“ニー、カン、ウォー、ドウダ？（私

は、何歳に見えますか？）と運ちゃんに聞くと、５０歳代との答え、７０歳で、孫が、５人

いる等話すと、乗り込んだ男女も含めて驚いていた。運ちゃんは、私を人民公園の近

くで降ろそうとしたが、地図とホテルの電話番号見せて、ホテルに電話させて、場所を

確認してホテルの前まで送ってもらった。 

 フロントのお姉ちゃん達は、英語が出来ないので、中国語で始めたが、何と、インタ

ーネットで申し込んだ部屋が予約されていないとのこと。 

 中国語だけなので、旨く通じず、お姉ちゃんが、ニューヨークに居たことの有る英語

のできるお兄ちゃんを電話で呼んだらしく、このお兄ちゃんと話したが、結局、予約さ
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れておらず、このホテルに泊まろうと交渉したが、このホテルは、外国人は泊まれない

とのことで、お兄ちゃんの紹介で、多分、系列のホテルに、車で連れて行ってもらえた。

何だかんだと夜中と言うより、明け方になってしまったが、送ってもらったホテルで、カ

ードで、ホテル代とデポジットを払い、ウェイク・アップコールを、７時に頼んで、ベッド

に潜り込んだ。国慶節の終わった後なので、ホテルが、空いていたから、良かったが、

初めて使ったホテル・ドットコムは、考え物である。（帰ってから、ホテル・ドットコムに、

文句の電話をしたら、直ぐに、返還処理してもらえたが・・・・。） 

 

  

(実際に、泊まった八百和酒店) 

 

○ １０月１１日（木） ウルムチ観光 

 

 朝食付きのホテルだったので、朝食を食べ、フロントで、昨夜とは、別のいい加減そ

うなフロント・マンと真面目そうなフロントのお姉ちゃんととツアーの交渉をしたが、二

人とも英語が出来ず、中国語だけで交渉したこともあってか、・・・・帰国してから、中

国に仕事でよく行っている会社の IK さんと話したら、一日で、二日分を払わされてし

まったようで、私も、後で、聞いて、納得したが・・・・、この時は、少々高い気はしたが、

やられたとは思わず帰国してから、悔やんだが、後の祭り・・・・。 

 ウイグル族と思われる美人運ちゃん（多分、ボッタクリのお兄ちゃんの当初の説明で

は、ガイドとのことであったが、本人と後で話すと運転手とのこと。）と、今思えば、怪し

げなお兄ちゃんの二名がホテルまで来たので、私は、行きたい箇所を書いた紙（①人

民公園、②紅山公園、③新疆ウイグル自治区博物館、④天池の四箇所）を見せなが

ら、全部で、幾らか聞くと、４箇所のうち、今日は、①～③までで、④は、明日とのこと。

明日は、敦煌に行くので、今日しか観光できないと言うと、それでは、今日は、“天池”
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のみで、帰ってからではなく、前払いで、９００元主張。私は、８００元言ったら、即OKし

たので、その場で、即払った。（これがまずかったか、IK さん曰く、ツアーから帰ってか

らの支払いでないとだめとのこと。それも、一日では、４００元が、相場とのこと。確か

に、敦煌では、４００元で済んだ。） 

 ３人で行くのかと思いきや二人は前の席で、私は、後部座席に乗り込んだが、怪し

げなお兄ちゃんは、途中で降りて、美人運転手の運転で、一気に、街を抜け、郊外へ。 

郊外では、工事用ダンプカーなどが、沢山走っている。 

 まず、最初に、天池への入場手続きが、必要とのことで、私は、外国人の為か、パス

ポートの提示をしてから、入場手続きを。  

 

  

(近くの駐車場で車は駐車)           （歩いて“天池”入り口へ） 

 

  

（この建物の近くの食堂で昼食）       （園内は、専用バスで移動） 

 

 腹が減ってはと、入場口の建物の中の食堂で、昼食とした。ここは、私が、“ウォ、チ

ン、コー（ご馳走します。）”と、私が、払ったら、お礼に、ボトルの水を、私の分まで、買

ってくれた。 
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 食後、最初は、カザフ民族風情園へ。 

 

  

（カザフ民族風情園の入り口） 

 

  

（旧住居の展示） 

 

  

（園の出口のお土産コーナー） 
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 私は、お土産は、買えない主義なので、お土産コーナーは、美人運ちゃんと一緒に、

サーっと通り抜けた。専用バス乗り場から、バスで、“天地”目指して、いろは坂のよう

な、山道をバスは登って行く、バスを降りると、天池までは、歩いても行けるが、５，６

人乗りの電気自動車のようなものが、走っているので、美人運転手と一緒に乗って行

った。流石に、エメラルドの湖水と遠くの雪を被った山々との東洋のスイスといわれる

だけの景観ではあった。帰りは、ゆるい下り坂なので歩いてバス乗り場まで。 

 

  

（いろは坂のような山道を登って行く） 

  

（バスの終点）                  （天池までは、別の乗り物で） 

  

（天池と雪山） 

 



 

7 

 

  

 

  

                            （ウイグル族の美人運転手と） 

 

 美人運転手の名前は、“ルー・イーハン”さん、本人は、一人っ子だが、子供は、構

成を忘れたが、長男が、大学生で、４人いるとのこと。時々、“ウェイ・ユー”（ウイグル

語か）を、携帯で話していた。（モンゴル語は、知らないが、韓国語に、近い気がした。） 

 

  

（帰りのバス停と乗った乗り物）        （帰りの専用バスの内部） 
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 天池からの帰路は、緩やかな下り坂なので、バス停までは、歩いて降りた。 

 バス停から、専用バスで、登ってきた山道を入場口まで戻り、留めた駐車場まで歩

いて行って、乗ってきた車に乗り込んだ。帰路の車の中で、この美人運転手から、新

疆ウイグル博物館に、時間が有るので、行ってくれるとの提案あり、即承諾した。つい

でに、紅山公園、人民公園にも行ってくれるようお願いした。 

 

  
（新疆ウイグル博物館） 

 

 一路、帰路を急いで、新疆ウイグル博物館に、市内の信号で気を揉んで、新疆

ウイグル博物館の駐車場に止めて、入り口まで急いだが、１６：３０以降は、入場で

きず、残念ながら、入れなかった。夕方の車の多い市内を急ぎ、紅山公園、人民

公園を大急ぎで回ってもらった。 

 

  

（紅山公園） 
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（紅山公園内部） 

 

  
（人民公園）                  （公園内部） 

 

  
 

 ホテルの近くに着いたので、“シェ、シェ、ニーダ、ハオイー、（御親切に感謝いた

します。）ジョゴ、リューシン、ヘン、ユンカイ（今回の旅行は、大変愉快でした。）”

と私にとっては、最大限のお礼を言って、自動車を降りようとしたら、何と、”朝、話

したように（私には、全然、記憶が無い！）、もう、２００カイ（元）ください。“と、言わ

れてしまった。まあ、”天池“だけだったのに、朝、紙に書いた、行きたいところ、全

部回ってくれたので、（残念ながら、博物館は、内部は、見られなかったが・・・。）

何となく納得が行かないが、まあ、チップだと思って、２００元を払って（朝、８００元
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＋２００元＝全部で千元）、”ツアイ、チェン“と車を降りて、ホテルに戻った。 

 フロントには、朝からのいい加減そうなフロント・マンのお兄ちゃんがいたので、６

時の“ジャオシン、フーウー”を頼んで、二階のレストランで、ビールも少々飲んで

夕飯とし、早々に、部屋に戻ってダウン。 

 

 

○ １０月１２日（金） 敦煌へ 

 

 昨夜は、早く寝たので、４時ごろには、起き出した。やはり、昨日のフロント・マンのお

兄ちゃんは、調子は良かったが、いい加減で、ウェイク・アップコールは、無かった。 

 シャワー施設がしっかりしていたので、洗髪もしてシャワーを浴びた。（これは、正解

で、敦煌のホテルのシャワーは、プアーだった。） 

 フロントには、朝が早いので、お姉ちゃんが一人。チックアウトを済ませ、“チン、ゲイ、

ウォ、ジャオリャン、チーズーチーチョア（タクシーを呼んでください。）”と頼んでも、フ

ロントのお姉ちゃんは、電話を掛けようとしない。一緒に、玄関まで出て、通りのタクシ

ーを捕まえるらしい。一緒に、ホテルに駐在しているお巡りさんも出てきて、三人で、

ホテルの前の通りには、全然、タクシーが来ないので、お巡りさん曰く、１００メートルく

らい先の大通りで捕まえろとのこと。 

 大通りまで、歩いていって、乗り込んだタクシーでは、“ダオダ、シーホウ、チン、ゲ

イウォー、ファーピャオ（着いたら、領収書ください。）”とボッタクリ防止の領収書の要

求をしたが、この流しの運ちゃんは、真面目で、ダー、ピャオ“（メーターを下ろして）し

て、空港まで、料金が、４４元であったので、５０元払ってあげた。 

 

  

（ウルムチ空港で食べた朝食）       （広い西安空港） 
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 ウルムチから、敦煌までは、一度、敦煌上空を通過して西安空港まで飛び、夕方、

西安空港から敦煌空港に、夜の十時半頃、戻る感じ。西安空港での待ち時間が、７時

間以上あり、帰りに、西安空港で、徹夜しなければならないので（夜中の１時半に、着

いて、８時３５分の飛行機で成田に戻る為）、仮眠できるような椅子を探したが、肘掛

の無い仮眠出来そうな待ち椅子が、沢山あるので、時間がたっぷりあるので実際、仮

眠して見たが、大丈夫そうであることを確認した。 

 西安空港から、敦煌空港までは、直ぐ着いた感じ。敦煌空港では、タクシー乗り場に、

一番乗りして、Ｇｏｏｇｌｅのホテルの地図見せて乗り込んだが、用心の為に、領収書要

求したが、敦煌では、観光地でも、一回も、ボラレル様なことは無かった。 

 ホテルのフロントのお姉ちゃん達は、やはり、英語が出来なかったが、ウルムチの親

切なフロント・マンの忠告を（敦煌のホテルも予約されていないでしょうとの忠告）対応

できるよう身構えて、ホテルの予約表とパスポート渡すと、拍子抜けするほど、すん

なり、チェックインでき、泊まれた。ツアーの話は、明日の朝、フロントに、８時に来て、

頼んで欲しいとのことなので、６時の“ジャオシン、フーウー”を頼んでエレベ-ターで、

３階の部屋へ。シャワーは、何時ものように、朝にして、即、ベッドに潜り込んだ。 

 

 

 

○ １０月１３日（土） 敦煌市内見物（１） 

 

 朝は、昨夜、早く寝たので、５時過ぎには、起き出したが、外はまだ暗い。７時頃、少

し明るくなってきたので、ホテルの近くのラーメン屋のような店で、朝食。朝は、一種

類だけのようで、頼むと、面を捏ねてその場で、茹でて作ってくれる。一人、既に食べ

ていたお兄ちゃんが、大きなボール皿の中の辛子を、入れると美味しいと教えてくれ

たので、辛子をいれて、一応、“ハオ、チー、ハオ、チー（美味しい、美味しい）”と答え

たら、ニコニコ笑ってうなずいていた。 
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（朝食）            （泊まった敦煌飯店）     （両替した中国銀行） 

 

 ８時になったので、フロントに行って見たが、チェック・アウトの客が大勢おり、フロン

トのお姉ちゃん（昨夜とは別人）に、ツアーの話をしても、何か、要領を得ない・・・。 

“インュウ、ショウダ、ダオヨウ、コーイー（英語を話すガイドでも大丈夫です。）”との私

の中国語の呟きを聞いたフロントのお姉ちゃんが、いきなり、英語で、“莫高窟“（モウ

ガオクウ）は、明日しか行けないし、まず、パスポートを預けて、許可を申請しなけれ

ばならない。３８０元、カードでよいから、即払ってくださいと、一挙に、明日の莫高窟

行きが、実現した。明日のツアーの出発は、近くの、歩いて５分くらいの別のホテルの

中に有る旅行会社のコーナーからとのこと。また、今日の敦煌市内の観光に、回りた

いところを紙に書いて、（①沙州故城、②白馬塔、③敦煌古城、④陽関、⑤西千仏洞、

⑥玉門関）このお姉ちゃんに見せて、タクシー・ドライバーをお願いしたら、このお姉ち

ゃんは、慣れていて、①は、パスして、（①は、実際は、偶然通り掛かったので、写真

だけは撮れた。）四箇所で、カードではなく、現金で４００元とのことで、即払ってくださ

いとのことで、払った。１１時ごろ、ドライバーが、迎えに来るとのこと。軍資金が足りな

そうなので、この英語の旨いお姉ちゃんに教わって、写真の中国銀行まで、歩いて行

って、一万円を元に、換金してきた。通りを歩いた際、敦煌の朝は、少々寒く、持って

来たセーターを着込んだりした。 

 11時になったので、フロントに行くと、ホテルの裏口から、今回のお世話になる５０代

の坊主頭の運転手が、入って来たので、“チョー、ツー、チェンメン、チン、ドウ、ガン

ジャオ。（初めまして、宜しくお願いします。）”と挨拶した。まずは、白馬塔へ。 
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（白馬塔の入り口）              （白馬塔） 

 

 運ちゃんの名前は、“朱学礼”さん、良く日焼けしており、敦煌人（“ドゥン、ファン、レ

ン、敦煌出身者）とのこと。 

 

   

 

  

                   （今回の運ちゃんと） 
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 敦煌古城に、向かう途中、偶然、“沙州故城（紀元前のシルクロードの要衝地跡）”

が、見えたので、停めて貰って、写真を撮った。 

 

  
（沙州故城）                  （敦煌古城） 

 

 敦煌古城に、着いて、城門から、中に入ろうとしたら、入場券売り場のお兄ちゃんが、

何か、言っていたが、よく分からず、城門までいってみたら、入場規制線が、張られて

いて、今は、映画の撮影中らしく、中に入れないとのことで、しばらく、待たされたが、

その内、規制線が、外されて、入れるようになった。城内に入って、何枚か、写真を撮

って、次は、玉門関へ。 

 

  

（敦煌古城門） 
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（映画の撮影風景） 

  

（城内大通りか） 
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                         （遠方の山には、樹がない） 

  
（玉門関への途中での運ちゃんのお奨めスポット、三蔵法師像（？）） 

 

 玉門関へは、砂漠のような広大な平原を走って行く。途中、停まって、お奨めスポッ

トで、写真を撮ったりした。しかし、中国は、何と広いことかと感心するほど、広大な砂

漠のような平原を突っ走って行く。 
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（広い一本道をひたすら走った）       （途中の観光用ラクダか） 

 

 玉門関への駐車場があり、車を停めて、運ちゃんと入場館を通って、バス乗り場へ。

そこからは、私のみが、他の観光客と一緒に、バスに乗って、東西の大方盤城遺跡、

漢長城遺跡を見て回る。 玉門関は、漢朝の西端にあった古代の関所跡。 

  

（入場館の前の小方盤城遺跡） 

  

（大方盤城遺跡） 
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（方形の城盤が残る河倉城） 

 

 

  

（漢長城遺跡） 

 

 バス停から、見える小方盤城遺跡には、一緒に行った観光客は、歩いて見に行くら

しいが、歩くのが少々疲れたので、私は、運ちゃん待つ駐車場に戻り、また、広大な

砂漠の平原をひたすら走り、次の関陽まで。 
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（関陽） 
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 関陽からの帰り道に、運ちゃんお奨めのレストランがあるとのことで、行くことにした。

運ちゃんには、申し訳ないが、私は、ビールを飲んだ。運ちゃんのお奨めの羊の肉料

理は、絶対美味しいとの話だったが、私には、油肉が、きつ過ぎて、“ハオ、チー”では

なかったが、一応、少々、食べて、“ハオ、チー、ハオ、チー（美味しい、美味しい）”と

言ってはおいたが、・・。値段は、観光地値段のためか、三百何十元と安くは無かった。 

次は、西千仏洞へ。 

 

   

 

 残念ながら、仏像、壁画は、破壊されてしまったらしく、また、観光客は、一人もおら

ず、屈の中も、見られなく、周りのみ写真に撮ってきた。 
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（西千仏洞からの帰りに寄った運ちゃんお奨めの観光スポット） 

 

 ホテルに戻り、駐車場で、チップを上げようとしたが、お金は、既に、充分だと言うよ

うな態度だったので、ホケットに有った、２０元札あげたが、ここは、百元が、相場だっ

たか。今回のお世話になってフロントのお姉ちゃんには、コンビニで、チョコレート板四

枚を袋詰めしてもらって、お礼に、プレゼントした。また、お姉ちゃんに、果物や教わっ



 

22 

 

て、明日とあさっての朝食用に、リンゴとバナナ、コンビニで、菓子パンなど買ってき

て、明日朝の“ジャオ、シン、フーウー”を、明日の“莫高窟”行きが、９時なので、７時

に、お願いして、早々に、部屋に戻って、ベッドに潜り込んだ。 

 

 

○ １０月１４日（日） 莫高窟（モウ、バオ、クウ）ツアー参加 

 

 朝の８時４０分時集合とのことで、泊まったホテルの前の大通りを歩いて行って、５分

ほどの“嘉年貨清品酒店”に、早めに行った。このホテルの旅行会社の部屋に、既に、

今回のツアー客が集まっていた。待合の椅子に、座っていた青年（周健さん）がいた

ので、“ニー、ホイ、ショウ、イニュー、マ？（英語話せますか？）と聞いて見たら、”リト

ル“とか何とか答えたので、今回のツアーを御一緒してもらうよう依頼し、名前など教

えあったが、話しているうちに、私には、聞こえなかったのであるが、（中国語は、発音

が多様な為、中国の人は、耳が、我々より良いからか。）私が呼ばれたと教えてくれて、

ツアーの担当者のお姉ちゃんに、聞くと、この青年とは、別のグループとのこと、そこ

で、彼と一緒のグループにして欲しいとお願いしたが、”駄目だ！“とのことで、別々の

グループのマイクロバスになってしまった・・・・・。 

 私の乗り込んだマイクロバスは、最後部の空いていた最後の座席で、回りをどう見

渡しても、英語を話せそうな人は、居なさそうで、バスは、出発した・・・。隣の帽子を

被った大きな叔父さんの中国語は、少しも、聞き取れない。ガイドの早口の説明も、

聞き取れない・・・・。 

 最初の“鳴沙山・月牙泉”の観光地で、バスを降りたら際、何と日本語で声を掛けら

れ、聞くと、桂林出身で、現在は、ウルムチの美容院で働いていて、桂林に帰る途中

の一人旅の“張燕青（ジャン、ヤン、チン）”さんで、初めての一人旅で、彼女にとって

は、不幸なことに（？）、私にとっては、超ラッキーなことに、日本人は、私のみなので、

御一緒することとなった。日本語は、独学らしいが、ちょっと変なところもあるが、かな

り旨い。（随分前の西安への旅行の際、ホテルのフロントのお姉ちゃんも、独学で、日

本語が旨かったのを思い出した。） 
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（砂地を歩きやすいように、靴の上から履いた橙の砂よけ、日本語を話す小燕さんと） 

 

 月牙とは、三日月の意味で、確かに、三日月の湖（沼？）であったが、当初は、彼女

と私も、駱駝には、乗らないつもりであったが、砂地を歩いているうち、結構歩き難く、

“駱駝に乗るのは楽だ！”ということで、駱駝に、一人百元払って、乗ることにした。 

 

  

（砂山と駱駝）                  （駱駝に乗って出発） 

 

  



 

24 

 

 

  

（砂山は、続く・・・・）               （駱駝と小燕さん） 

 

 駱駝を引く叔母ちゃんは、２０元だったかで、駱駝に乗ったお客をお客自身のスマホ

で写真を撮ってくれる。中々、慣れた手つきで何人も撮っていた。小燕さんは、頼んだ

が、私は、自分の写真が、好きではないので頼まなかった。 

 駱駝を降りて、今度は、二人で、歩いて、月牙泉を探した。 

  

  

                           （月牙泉） 
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 “莫高窟”へ行く前に、途中で、レストランで昼食。私と小燕さんは、“ゴウ、フウ、ゴ

ウダ、パ（割り勘で）”ということで、焼きうどんのような昼食とやはり、ビールとした。マ

イクロバスを、レストランの前で待っている際、朝の青年（周健さん）にあって、少々話

などしたが、小燕さんが、日本語を話すのを聞いた為か、青年も、日本語を習いたい

とのことだったが、私は、海外旅行には、やはり、英語が一番と言って置いた。“莫高

窟”には、直ぐには、行かず、その前に、皆で、大きな建物の中で、シルクロード、仏

教等の話の映画を鑑賞してから、“莫高窟”行きのバスに乗り換えて行く。 

 

  

（“莫高窟”の途中で） 

  

（“莫高窟”の入り口で、何人かのグループに別れて、ガイドに着いて行く） 

 

 各窟では、残念ながら、写真撮影禁止なので、各仏像壁画については、ガイドの話

を聞きながら、皆で見て回る。私は、ラッキーなことに、小燕さんの日本語の説明が、

聞ける。聞くと小燕さんも、泊まりは、偶然同じホテルの敦煌飯店なので、今日は、す

っかりお世話になったので、お礼に、夕飯、御馳走することとした。 

 



 

26 

 

   

(残念ながら、内部は、撮影禁止)               （蔵経洞の三層楼） 
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 帰りは、同じマイクロバスの人を探しながら、マイクロバスの停まっている大きな駐

車場まで、皆でぞろぞろ歩いて帰ったが、確かに、今考えて見ると小燕さんと一緒だ

から、帰れたのであろう。見覚えのある人が、何人か、いたので、一緒に待っていたら、

マイクロバスが、迎えに来たので、皆で乗り込み、来た時のホテルまで戻った。 

 小燕さんとは、敦煌ホテルまでの途中のレストランで、夕飯とした。私は、得意のチ

ンジャオロースとチャオハン、彼女は、大好きだと言う魚料理を注文。二人で食べて

も、どの料理も、食べ切れなかった。ビールも少々飲んでも、全部で、百何十元と安

かった。 

 私は、今夜の空港での夜食を買おうとコンビニに、別れを言って、向かおうとしたら、

彼女も着いて来て、一緒にホテルに戻り、フロントに預けておいた私のリックのパッキ

ングまで手伝ってくれ、空港までのタクシーも、一緒に、捕まえてくれて、運ちゃんに、

空港までと頼んでまでくれた。いやはや、随分お世話になって、感謝感激であった。 

 空港では、今回のマイクロバスの一緒だった坊主頭の青年達と莫高窟で見かけた

外国人が居たので、時間潰しに、少々、話してみた。青年達は、これから、ウルムチま

で飛ぶとのこと。外国人は、職人のようなフランス人で、余り、英語は、旨くはなかった

が、やはり、ウルムチに、行くとのこと。空港の荷物検査は、厳しくて、リックの中身を

出したり、夜食の牛乳パックは、小さかったが、取り上げられたりした。 

 西安空港では、来る時、探して置いた広い待合の椅子が、寝台替わりになり、当然、

熟睡は、出来なかったが、寒くは無く、少々、寝ることが出来た。朝は、人の出入りで

目を覚まし、トイレで、洗顔、歯磨きも出来た。朝飯は、早くから、開いていたマックで、

ハンバーグとオレンジジュースとコーヒー。食後、航空便の表示盤をみて、帰りの成

田便を探したが、表示されておらず・・・・、少々慌てたが、案内で、聞くと、国際線は、

隣の棟のゲートで、少々、歩いてそちらの棟へ移動。チェックインが、開始するのが、

随分待たされた感じであったが、無事、成田行きの便に乗り込めた。 
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○ エピローグ 

 

 帰って来てから、ＴＶのニュースを見ていたら、新疆ウイグル地区のイスラム教徒が、

百万人も、強制収容所に、拘束されているとのことで、人権問題になっていた。ウル

ムチに、２日間しか居なかったので、チベットの時のような、公安、軍隊は、見かけな

かったが、ウイグルの人達も、弾圧されているのであろうか。 

 旅行中、持って歩いた“日中戦争全史（下）”を読み終えた。小燕さんと、何かの拍

子に、日中戦争の話になった際、私は、人の住んでいるところへ押し入って、毒ガス・

細菌戦を行ったり、略奪をしたり、村ごと焼き尽くし、皆殺しにしたり、酷いことばかりし

た、完全に、侵略戦争ですと話したら、（意外なことに、）日本は、資源の無い小さな国

だから・・・・との答えには、少々驚いた。また、私は、良く、韓国人と間違えられるとの

話には、（中国の人達は、自分たちが文明人だという考えの為か（？）。）“私は、充分、

中国人のようにみえる”とのお褒めの言葉に（？）、少々、奇異な感じがした。 

 カロリナ・ランツコロンスカ著の“独ソ占領下のポーランドに生きて”も、随分、我が

家に、滞在したが、こちらも、最近、読み終えた。前回のプラハ、ワルシャワ、クラクフ

の話も、この本には、出てくる。驚いたことに、アウシュビッツのあったクラクフは、彼

女達のポーランド地下組織の本部（支部だったか？）が有ったようで、これには、少々、

偶然の一致に驚かされた。著者は、ドイツ人の母を持つ貴族の娘なので、ソ連からも、

敵視されたが、国際赤十字協会での活動を（ポーランドでの収容所に、人種に係らず

食料を配る慈善事業を行った。）隠れ蓑に、密かに、ポーランド独立運動の闘士だっ

た。また、国際赤十字協会のトップと友達関係にあったこと、イタリアの貴族が、彼女

をナチスドイツから、助けの手を伸ばしてくれた等のラッキーな面が、戦後も、１０４歳

まで、生きることが出来たのであろうか。 

 

                          中年からの海外一人旅 第三十七章完 

 

 

 

 


